
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

１ 単元名  

「これでニコニコ！もうだいじょうぶ」 

 

２ 単元について 

（１） 教材観  

 本単元は，特別支援学校学習指導要領自立

活動の以下の内容をふまえている。        

２ 心理的な安定 (1)(2)(3) 

３ 人間関係の形成 (2)(3) 

４ 環境の把握 (2) 

６ コミュニケーション (5) 

 本単元は，自分の障がいによる特性を理解

し，困難の原因を探ることで，自分に適した

解決方法を習得し，それを自ら活用すること

をねらうものである。  

今年度，通級指導教室では，年度初めに「自

己理解」に重点を置き，自分の得意不得意見

つけから，課題を見つける学習過程を設定し

た。そうすることで，児童が自ら困難に気付

き，それらの困難を改善・克服するために必

要な知識・技能等を身に付ける必要性や意義

を自覚することができた。  

これを踏まえ、個別の課題に応じた学習プ

ログラムを組み、児童が困難を抱える原因は

何か，どんな方法なら自己解決できるのかを

自身で追究できるような学習を進めてきた。  

今回の単元「これでニコニコ！もうだいじ

ょうぶ」は，人とのコミュニケーションにお

いて困難のある児童２人が，解決方法を個別

に習得した後，ペア学習において活用を目指

すものである。  

その活用学習で身に付けた力を，児童が在

籍学級や家庭でも生かすことを般化と捉え，

日常生活の中で，児童が自ら困難を改善・克

服する姿を願っている。  

                     

（２）児童の実態 

 人とのコミュニケーションにおける児童の

実態は，次のようである。  

 児童Ａ（３年）は，明瞭な発音で相手によ

く聞こえるように話すことができるが，順序

立てて分かりやすく話すことが苦手である。

また，自分の思いを素直に話すことは得意で

あるが，相手の思いを推し量って会話をする

ことは苦手である。さらに，話を聞く際，自

分はできていると思うことを相手から指摘さ

れると，それを受け入れられないといった特

性もある。  

そこで，１学期は５Ｗ１Ｈを意識して分か

りやすく話すことと，相手の思いを推測しな

がら，自分が納得できる方法を見付けること

に取り組んできた。その結果，４月当初は頭

に浮かんだことを話し続けて，内容がまとま

らなかった課題が，徐々に改善できるように

なってきた。また，自分が納得できた時とで

きなかった時の体験を振り返る中で，相手の

言動に込められた思いを推測する経験を積

み，自分も納得できる方法を見付けてきた。  

 児童Ｂ（４年）は，視覚的な情報は得意で

あるが，聴覚的な情報の理解と記憶に困難が

ある。また，困った時には，慣れない相手や

目上の人には，たとえ相手が悪くてもそれを

伝えられなかったり，自分をよく見せたいと

いう思いから，自分の困難を見せずにそれを

隠したりする特性がある。  

 そこで，１学期は，聴覚的情報処理の方法

と，困った時の解決方法見つけに取り組んで

きた。すると，得意な図形分野では，言語指

示のみでも理解できる力が付いた。また，困

難の原因を探り，解決方法を習得する中で，

自分から何に困っているかを言葉で伝えよう

とする意欲は高まりつつある。 

 

３ 指導の立場 

（１）研究内容１ 単元構想の在り方  

①身に付けさせたい思考力・判断力・表現力

の明確化 

＜思考力＞ 

・自分の特性を理解し，困難に気付く力。 

・困難の原因を探る力。 

・自分にできる解決方法を考える力。 

＜判断力＞ 

・困難の解決方法について，根拠を明確にし，

相手の思いも推し量りながら，今の自分に

できる最適な解決方法を選択する力。 

＜表現力＞ 

・時と場に応じた適切な方法で伝える力。 

ＬＤ・ＡＤＨＤ等通級指導教室  自立活動学習指導案 



 

②習得と活用のサイクルを生み出す系統的発

展的な単元の構想（４ 単元構想図参照） 

 この単元では，人とのコミュニケーション

に関する困難について，個別学習で自分に適

した解決方法を習得する。それを個別学習の

般化場面において活用することができ，さら

にペア学習においても自ら般化できる力，さ

らに日常生活にも生かす力を活用と捉える。 

 

（２）研究内容２ 単位時間の授業における指

導方法の工夫 

①活用学習の在り方 

本時は，前時までの個別学習において，個々

に見つけた個人課題の解決アイテムを確認し，

本時の問題解決に向けて見通しをもつ。その

後，伝言ゲームを通じて，自分の困難に気付き,

それを自己解決する方法を見つける。さらにそ

れらを般化場面で再確認し,活用することで，

今後の生活に生かせそうか判断する。 

 

②「アイテム」を用いた言語活動の充実 

本時は，困難を解決するために，言語活動

を手段にした次のアイテムを活用する。  

 

（３）研究内容３ 学習集団を高める指導・

援助の工夫 

①主体的に学び合う姿を生み出すための指導

・援助 

 児童が主体的に学び合うために，「自己解

決の必然性」に重点を置いて，ペア学習の設

定と学習過程の工夫を行った。 

 自己解決の必然性とは，授業の中で，児童

が自分の困難を実感しているかどうか，そし

て，本当にそれを自分で解決したいと思って

いるかである。 

児童Ａの場合，自分の言動を肯定的に捉え

ることが多く，さらに周りの人の思いが分か

りづらいため，日常生活においては困難を感

じづらいのが特性である。逆に児童Ｂの場合，

相手に非があってもそれが伝えられず，我慢

することが多いため，困難を抱えやすいのが

特性である。そこで，児童ＡとＢがかかわり

を通して，児童Ａには児童Ｂから困難を伝え

られた時，自分に原因があるのではないかと

自己を振り返ることでそれをどのように解決

していくかを主体的に考え実践していくこ

と、児童Ｂには，自分の特性を理解しつつも，

相手に改善を求めることで，解決することも

あるという成功経験を積むことを願い、ペア

学習を設定した。 

学習過程においては，個々の困難が発生す

るであろう言語活動とコミュニケーションを

中心にした「伝言ゲーム」を意図的に設定し、

互いの課題を解決することで主体的な学び合

いが成立すると考えている。 

 

②学習意欲を高めるための個に応じた指導・

援助 

 これまでの児童の実態から，本時のつまず

きとその指導・援助を以下のように考えた。 

・児童Ａ／伝言ゲームの際に，複数の伝言の

話しづらさに戸惑いつつも，自分では完璧

にできていると判断することがある。そこ

で，児童Ｂが「分からない」と表現した時，

児童Ｂに非があると思ったり，何が原因か

分からなかったりすることが想定される。 

→自分で状況把握と原因追究ができるよう

に，相手の言葉の意味をどのように捉え

たかを教師が尋ね，個別学習で習得した

『なっとくアイテム』を活用する時間を

設定したり，『困った時のかいけつアイ

テム』を活用する場面を設定したりする。 

・児童Ｂ／児童Ａの説明に分かりづらい部分

があっても,それを伝えることは相手に失

礼と思ったり,自分が分からないでいるこ

とを知られたくないと思ったりすることか

ら，そのままにしてしまうことが想定され

る。 

→自分の困難の原因追究ができるように，

習得した『困った時のかいけつアイテム』

を活用して，本当はどうするとよかった

のかを振り返る場面を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

＜困った時のかいけつアイテム＞  

１．自分の気持ち  

２．原因みつけ  

・自分に原因がある  

  ・周りに原因がある  

・自分にも周りにも原因がある  

３．相手の気持ち  

４．手段とかいけつ方法  

  手段／・表情 ・身振り ・言葉  

 かいけつ方法／・周りからヘルプ  

・周りにヘルプ・自分でかいけつ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                                                  

                                                  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ここがポイント①】（自己理解） 

Ａ児の特性：自分の思いと異なる時には，納得

しづらい。  

＜困難を解決するためのアイテム＞  

「こまった時のかいけつアイテム」  

「なっとくアイテム」  

 納得できずに困るという自分の特性を理解し

た上で，この２つのアイテムを使って困難を解

決することができるように，個別学習を行って

から本時のペア学習へ。  

【ここがポイント②】（自己理解） 

 

Ｂ児の特性：困ったことがあっても，自  

分から伝えづらい。  

＜困難を解決するためのアイテム＞  

「こまった時のかいけつアイテム」  

 困ったことがあっても，それを伝えづ

らい自分の特性を理解した上で，このア

イテムを使って個別学習を行ってから

本時のペア学習へ。  

【ここがポイント③】（自己分析） 

 

担当者が伝言ゲームの際のＡ児とＢ児

の会話をホワイトボードに記録し，振り返

りの際には，Ａ児が「なっとくアイテム」

を使って，その時の自分の納得度や要因を

自己分析する。さらに，その中でも納得し

づらかった場面について，その理由を分析

し，「こまった時のかいけつアイテム」を

使って，自分で解決できたかも振り返る。 

視覚優位で言語性の高いＡ児にとって

は，会話の文字記録が自己分析の際に大変

有効であった。また，自己分析をすること

で，自分に原因があったと分かり，納得す

ることもできた。  

【ここがポイント④】（自己分析） 

 

 担当者が伝言ゲームの際のＡ児とＢ

児の会話をホワイトボードに記録し，振

り返りの際には，Ｂ児が「こまった時の

かいけつアイテム」を使って，自分が困

った時の解決策を自己分析する。さら

に，その時の原因を分析して，Ａ児にも

知ってもらうことで，Ａ児にも改善点が

あったことを伝えることができた。  

 言語性が高い半面，言葉で伝えること

が苦手だったＢ児にとって，自己分析を

して原因を言葉で伝えることで，分かっ

てもらえることもあるという成功体験

を積み重ねることができた。  



 

 
【ここがポイント①～④の添付資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ポイント①】(自己理解) 

Ａ児の特性を理解した上

でのめあてづくり（前時）

と課題解決のためのアイ

テムの選択  
【ポイント②】(自己理解) 

Ｂ児の特性を理解した上で

のめあてづくり（前時）と

課題解決のためのアイテム

の選択  

【ポイント③④】 (自己分析) 

Ａ児とＢ児の会話の中で，課題解決に関わるものを抜粋してホ

ワイトボードに残す。振り返りの際に，アイテムを使いながら

自分で分析した後，青枠ホワイトボードにＡ児は理由をＢ児は

原因を自分で書いた。  


